
事件No.14「海の向こうから」のレポート 

◎このレポートを印刷して使ってね。 

◎下の       の中から選んだ言葉を空らんに入れて、レポートを完成させよう。 

（言葉は、それぞれ１回ずつ使います。） 

 

 

 

 題 名  食品を輸入するとき、どこでだれがその食品を確認しているのか？ 

 はじめに  

輸入食品は、海外から日本に入ってきてそのまま売られたり、使われたりしているのでは

ないか。安全性はどうなのか調べてみたいと思った。 

 分かったこと  

・ 食品を輸入しようとする事業者は、輸入食品に関する詳しい資料を添えた「輸入届出書」

を ①        に出す。 

・ 検えき所では、②         監視員が、「輸入届出書」の内容を確認する。 

・ その主なチェック項目は、生産国、輸入品目、原材料、使われている食品添加物などであ

る。 

・ そして、食品のぬき取り ③               を行い、検査結果が日本の ④       に

合っているかを確認していることがわかった。 

 まとめ  

・ 海外からの輸入食品は、検えき所で食品衛生監視員が内容をチェックしており、検査され

たものが私たちの元に届いている。 

 

 

検えき所   検査   法律   食品衛生 

 

 

パート1 

中学生以上 



事件No.14「海の向こうから」のレポート 

今回の事件を自分の言葉でまとめて、レポートを書いてみよう！ 

1はじめに⇒2わかったこと⇒3まとめの順で書いてね。調べ学習や自由研究の練習にもなるよ。 

 

題名  輸入食品が日本に入ってくるとき、どのような確認や検査を受けるのか？ 

はじめに 

（なぜこの題名（テーマ）に興味を持ったかを記入する） 

 

 

 

 

分かったこと 

（事件簿
じ け ん ぼ

から分かったことを、箇条書
かじょうが

きで挙げる） 

 

まとめ 

（題名に対する答えをまとめる） 

 

 

 

 

 

 

 

次は自分で調べたいテーマを見つけてレポートを書いてみよう。「くわしいページ」を見て参考にしよう。 

 

 

 

 

 

パート2 

中学生以上 

パート１の答え   ①検えき所   ②食品衛生   ③検査   ④法律 

 


